
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

〇農業経営負担軽減支援資金利子補給【団体指導課】 
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた農業者の経営再建を支援するため、既往債務の

借換えのための利子補給を実施 
 

〇農林漁業者への金融支援【団体指導課】 
日本政策金融公庫による農林漁業セーフティネット資金や、近代化資金等により、農林漁

業者の資金繰りを支援 
 
 
 

〇県産農林水産物学校給食提供緊急対策事業【流通課】 
県産牛肉の学校給食への提供や、生産者による食育出前講座等の実施に要する経費を支援 
  

〇県産農林水産物販売促進緊急対策事業【流通課】 
牛肉、水産物など県産食材の消費拡大に向けて、県内量販店等と連携した販売促進キャン 

ペーンを実施 
 

〇県産農林水産物の需要喚起への対応【流通課】 
「買うなら岩手のもの運動」を展開し、県産品や県産農林水産物の消費拡大をＰＲ 
  
 
 

〇農山漁村体験受入体制強化緊急対策事業【農業振興課】 
農林漁業体験の受入地域において、感染症予防対策に係る相談会等を実施するとともに、

衛生環境や受入環境の整備、安全・安心で魅力的な体験メニューの開発等に必要な経費の一
部を支援 

 
〇肥育経営生産基盤強化緊急支援事業【畜産課】 

県内の肉用牛農家が県内の和牛子牛市場から肥育素牛を導入するために必要な経費の一部
を支援  
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新型コロナウイルス感染症の影響を受ける農業者への支援策 
今般の新型コロナウイルスの感染拡大により、農業経営に影響が広がっております。県・国の支援

策を以下に取りまとめましたので、詳細については、下記の URL、または QR コードからご覧くださ
い。ご不明な点がございましたら、各支援策の右に記した県の担当課、または県北広域振興局農政部
（0194-53-4983）・当普及センターまでお問合せください。 

【県問合せ先】 

団体指導課：019-629-5699 

流通課  ：019-629-5736 

農業振興課：019-629-5647 

畜産課  ：019-629-5721 

農産園芸課：019-629-5706 

【各支援策の詳細】 
https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_pro
ject/_page_/001/029/521/siennsakuitiranhyou.pdf 
 

県の支援策 

【金融支援に関すること】 

【消費拡大に関すること】 

【農業に関すること】 

次ページは国の支援策になります 
１ 

https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/029/521/siennsakuitiranhyou.pdf
https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/029/521/siennsakuitiranhyou.pdf


 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇事業者への持続化給付金の支給【経済産業省受付】※農業者の皆さんも対象です 
国が、中小企業や小規模事業者、フリーランスを含む個人事業者等、その他各種法人等

に対し、売上が前年同月比で 50％以上減少している者を対象に、事業全般に広く使える
給付金を支給 

 
〇雇用調整助成金の特例措置の拡充【厚生労働省受付】※農業者の皆さんも対象です 

国が、中小企業に対し、労働者の雇用の維持を図る場合に、休業手当などの一部を助成 
 
 

 
〇野菜価格安定対策事業【流通課】 

野菜価格が著しく低下した場合、国が、登録出荷団体等の負担金の納付猶予を実施  
 

〇国産農林水産物等販売促進緊急対策のうち公共施設等における花きの活用拡大 
支援事業【農産園芸課】 

国が、自治体や学校、企業等における花きの活用拡大や、メディア、SNS 等を活用した
情報発信等の取組を支援 

 
〇高収益作物次期作支援交付金【農産園芸課】 

需要の減少により市場価格が低下した野菜、果樹、花き等について、国が、収束後を見
据え、次期作に向けた土壌改良、資材の購入等に要する経費を支援 

 
〇肉用子牛流通円滑化等緊急対策【畜産課】 

国が、肉用牛の計画的出荷に伴う追加費用や肉用牛肥育生産におけるコスト低減等の取
組を支援 

 
〇肥育牛経営等緊急支援特別対策事業【畜産課】 

国が、「肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）」の生産者負担金の納付猶予を実施 
 

〇新型コロナウィルス感染症の発生畜産農場等における経営継続対策事業【畜産課】 
国が、代替要員の派遣や家畜の公共牧場への避難等を支援 
 

〇生乳需給改善促進事業【流通課】 
全国的に在庫が著しく増加している脱脂粉乳について、国が、業務用から飼料用等への

仕向け先の変更を支援 
 

〇和牛肉保管在庫支援緊急対策【流通課】 
積み上がった和牛肉の在庫を解消するため、国が、食肉卸売事業者に対し、当該在庫の

保管経費を支援 
 

〇畜産業の経営安定対策【畜産課】 
国が、「肉用牛肥育経営安定交付金(牛マルキン)」により、枝肉の標準的な生産費と販売

価格の差額の９割を補てんするとともに、「肉用子牛生産者補給金」により、子牛の平均
売買価格と基準価格の差額を補てん 

 
 
 

〇農業労働力確保緊急支援事業【農業振興課】 
国が、農業経営体が農業経験を有する人材や学生等の多様な人材を活用する際の労賃等

の掛かり増し経費を支援 
 

〇農業の労働力確保【農業振興課】 
農業協同組合が開設する無料職業紹介所等により、短期雇用を確保 

国の支援策 

【金融支援に関すること】 

【農業に関すること】 

【労働力確保に関すること】 
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ＷＣＳ用稲の栽培に向けた勉強会が開催されました 

 
久慈地域では、生産者と供

給先の田村牧場とのマッチン

グを行い、ホールクロップサ

イレージ（以下、ＷＣＳ）用

稲を栽培しています。このＷ

ＣＳ用稲の栽培に向けた勉強

会が、４月 15 日に開催（主

催：久慈市）され、８名の生

産者が参加しました。  

勉強会では、はじめに久慈

市から今年度のＷＣＳ用稲の

作付予定に関する説明が行わ

れ、次に普及センターからＷ

ＣＳ用稲の栽培のポイントと

して、雑草管理や農薬使用の

注意点等について、 重点的に

説明を行いました。ＷＣＳは、

雑草の繁茂、混入によって収

量や品質の低下を招くことか

ら、参加した生産者は、 除草

剤の効果的な使用方法につい

て高い関心を持っていました。

特に、近年問題となっている

イボクサの防除について 熱心

に耳を傾け、ＷＣＳ用稲の栽

培管理に関する理解を深めて

いました。  

６月、８月にはＷＣＳ用稲

の現地指導会の開催が予定さ

れており、当普及センターで

は引き続き指導を行っていき

ます。  

勉 強 会 の様 子  

※新 型 コロナウイルス対 策 のため、

参 加 者 同 士 の間 隔 を 2ｍ程 度

あけて開 催 されました。  

７  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の農作業安全月間 
 （４月15日～６月15日） 

＜スローガン＞           

昨年度、洋野町で、
野焼き中に火に巻か
れ、死亡した事故が   

発生しました 

○家庭などでの安全管理の徹底 
事故防止には、日常の『声かけ』が大切です。

皆で事故に気をつけていくために、家族や近所の

人と声を掛け合いましょう。また、家族など周りの

人に農業機械のエンジンの止め方を教えておく

ことも大切です。 

 

○周囲に配慮した野焼きを 

草をよく乾燥させないで焼却すると、白煙が大

量に発生して苦情の原因になります。草を乾燥さ

せてから風のない日に少しずつ燃やすなど、周

囲に迷惑がかからないよう十分に注意しましょう。 

○作業環境の整備の徹底 
トラクターや管理機での作業は、ほ場のまわり

の段差やぬかるみ、周りに人がいないかなどを

確認してから行いましょう。トラクターの運転に慣

れている人でも日頃から注意しましょう。 

○農業機械の始業前点検と安全対策 

作業を行う前に農業機械の点検は行いました

か？整備不良の機械での作業はとても危険で

す。定期的に点検することを習慣づけましょう。ま

た、事故防止のために反射材や安全フレームを

装着しましょう。 

 

久慈農業改良普及センターfacebook 公開中！ 

 久慈寒次郎が、最新の情報や HOT な情報をお届けします。 

下記の URL、または右の QR コードからご覧ください。 

https://www.facebook.com/岩手県久慈農業改良普及センター-581601925540151/ 

 
 

 

～いわてアグリベンチャーネット掲載記事の紹介～ 
いわてアグリベンチャーネットでは、毎月、各地域の農業情報をお知らせしています。 

【４月分の掲載記事】 

〇産地紹介：『持続可能な産地に向けて～一関地方の小ぎく産地の取り組み～』 

〇人物紹介：『太田弘樹さん（陸前高田市）』 トマト生産者の紹介です 

〇『普及活動年報』 県内各地域の普及センターの取組を紹介します 

下記の URL、または右の QR コードからご覧ください。 

https://i-agri.net/Index/gate001/002/18226 

 

８  


